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市町村合併
住民意向調査にご協力ください
十日町広域圏合併任意協議会が大詰めを迎えています。
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され、その後は各市町村の12月議会を経て法定協議会へ移

行します。市では今月21日fまで、市町村合併に対する住

民意向調査（別冊「話し合おう市町村合併」をご覧くださ

い）を実施します。大勢の皆さんの意向をお寄せください。
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広
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任
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会

第
　
回
十
日
町
広
域
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合
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任
意
協
議
会

第
　
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

第
　
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

第
　
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

第
　
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

第
　
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

第
　
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

第
　
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

第
　
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

第
　
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

第
　
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

第
　
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

第
　
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

第
　
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

第
　
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

第
　
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

第
　
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

第
　
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

第
　
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

市町村合併
第
11
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会
が
10
月
28
日
C
、
松
之
山
町

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
事
務
事
業
協
議

の
ほ
か
に
、
合
併
の
中
で
も
最
重
要
案
件
で
あ
る
合
併
の
期
日
、
新
市
の

事
務
所
の
位
置
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

任
意
協
議
会
で
は
期
日
を
特
定
し
ま
せ

ん
が
、
決
定
す
る
ま
で
は
平
成
17
年
３
月

31
日
を
目
標
と
し
て
事
務
を
進
め
ま
す
。

※
期
日
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
「
積
雪

期
・
農
繁
期
が
選
挙
日
程
と
な
る
合
併
日

は
避
け
た
ほ
う
が
よ
い
」
「
合
併
特
例
法

の
期
限
延
長
法
案
が
次
期
通
常
国
会
に
提

出
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
17
年
４
月
以

降
の
合
併
も
考
え
ら
れ
る
」
な
ど
の
検
討

経
過
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
期
日
を
確
定
す
る
の
は
、
法
定
協

議
会
へ
の
移
行
後
と
な
り
ま
す
。

合
併
後
、
当
分
の
間
は
、
現
在
の
十
日

町
市
役
所
を
新
市
の
事
務
所
と
し
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
４
町
村
役
場
を
新
市
の
川

西
支
所
、
中
里
支
所
、
松
代
支
所
及
び
松

之
山
支
所
と
し
、
現
在
の
十
日
町
市
役
所

の
４
出
張
所
を
新
市
の
吉
田
出
張
所
、
下

条
出
張
所
、
水
沢
出
張
所
及
び
情
報
館
出

張
所
と
し
ま
す
。

新
庁
舎
の
建
設
は
、
合
併
後
５
年
を
め

ど
に
検
討
し
ま
す
。

合
併
特
例
法
の
規
定
に
基
づ
き
ま
す
。

合
併
の
日
の
前
日
に
合
併
関
係
市
町
村

の
一
般
職
員
で
あ
る
者
は
、
合
併
の
日
に

新
市
の
職
員
と
し
て
引
き
継
ぎ
ま
す
。
新

市
に
引
き
継
ぐ
職
員
の
任
免
、
給
与
な
ど

身
分
の
取
り
扱
い
は
、
新
市
に
お
い
て
公

正
に
処
理
し
ま
す
。

合
併
関
係
市
町
村
の
首
長
、
助
役
、
収

合
併
の
期
日
に
つ
い
て
の

審
議
結
果

入
役
及
び
教
育
長
は
、
合
併
の
日
の
前
日

に
失
職
し
ま
す
。

新
市
長
が
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
ま

で
、
市
長
職
務
執
行
者
を
合
併
関
係
市
町

村
長
の
中
か
ら
協
議
に
よ
り
定
め
ま
す
。

新
市
長
が
選
出
さ
れ
、
新
市
の
議
会
の

同
意
を
得
て
新
収
入
役
を
選
任
す
る
ま
で
、

市
長
職
務
執
行
者
は
副
収
入
役
ま
た
は
収

入
役
の
職
務
を
代
理
す
る
吏
員
を
定
め
ま

す
。新

市
長
が
選
出
さ
れ
、
新
市
の
議
会
の

同
意
を
得
て
新
教
育
長
を
任
命
す
る
ま
で
、

市
長
職
務
執
行
者
は
合
併
関
係
市
町
村
の

教
育
委
員
の
中
か
ら
新
市
の
教
育
委
員
を

臨
時
に
選
任
し
、
臨
時
に
選
任
さ
れ
た
教

育
委
員
の
互
選
に
よ
り
暫
定
の
教
育
長
を

定
め
ま
す
。

新
市
長
を
選
出
す
る
選
挙
は
、
合
併
の

日
か
ら
50
日
以
内
に
行
い
ま
す
。

新
市
長
は
、
新
市
の
議
会
の
同
意
を
得

て
助
役
及
び
収
入
役
を
新
た
に
選
任
し
、

教
育
委
員
を
新
た
に
任
命
し
ま
す
。

■
事
　
務
　
所

合
併
後
、
当
分
の
間
は
、
現
在
の
十
日

町
市
役
所
を
新
市
の
本
庁
舎
兼
十
日
町
支

所
と
し
、
現
在
の
４
町
村
役
場
を
新
市
の

川
西
支
所
、
中
里
支
所
、
松
代
支
所
及
び

松
之
山
支
所
と
し
ま
す
。
現
在
の
十
日
町

市
役
所
の
４
出
張
所
は
、
新
市
の
吉
田
出

張
所
、
下
条
出
張
所
、
水
沢
出
張
所
及
び

情
報
館
出
張
所
と
し
ま
す
。

新
市
の
本
庁
舎
に
物
理
的
に
配
置
で
き

な
い
場
合
や
施
設
管
理
上
で
効
率
的
な
場

合
は
、
一
部
の
支
所
ま
た
は
施
設
（
民
間

施
設
の
借
り
上
げ
を
含
む
）
に
当
該
部
門

を
置
き
、
新
市
の
分
庁
舎
と
し
ま
す
。

建
物
の
耐
用
年
数
が
過
ぎ
た
場
合
や
危

険
に
な
っ
た
場
合
の
建
替
え
、
移
転
、
統

合
、
廃
止
は
、
そ
の
時
点
で
検
討
し
ま
す
。

■
本
庁
、
支
所
及
び
出
張
所
の
業
務

本
庁
で
は
、新
市
全
体
の
政
策
・
施
策
、

総
合
的
な
調
整
・
管
理
業
務
及
び
部
門
別

の
企
画
調
整
管
理
業
務
を
行
い
ま
す
。
分

庁
舎
で
も
本
庁
と
同
様
、
当
該
部
門
の
企

画
調
整
管
理
業
務
を
行
い
ま
す
。

支
所
に
は
地
域
振
興
部
門
を
置
き
、
旧

市
町
村
区
域
を
所
管
区
域
に
し
た
振
興
発

展
に
関
す
る
業
務
を
行
い
ま
す
。
各
種
住

■
合
併
期
日
は
、
17
年
３
月
31
日
を
目
標
と
す
る

■
新
市
の
本
庁
舎
は
現
十
日
町
市
役
所
、

４
町
村
役
場
は
支
所
に

■
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
、

地
域
審
議
会
の
設
置
を
確
認

人
事
に
関
す
る
調
整
方
針

①
一
般
職
員
の
身
分
の
取
り
扱
い

②
特
別
職
の
身
分
の
取
り
扱
い

③
行
政
組
織

民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
、
住
民
に
密
着

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
と
と
も
に
、
住
民

要
望
の
受
入
・
相
談
窓
口
を
置
き
ま
す
。

ま
た
、
旧
市
役
所
・
町
村
役
場
と
同
等
の

業
務
を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
、
一
定
の

権
限
を
持
っ
た
職
員
と
必
要
な
数
の
職
員

を
配
置
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
庁
で
企
画

し
た
事
務
事
業
と
旧
市
町
村
か
ら
引
き
継

い
だ
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

出
張
所
は
、
住
民
票
、
戸
籍
、
印
鑑
証

明
な
ど
の
発
行
事
務
と
住
民
要
望
の
受

入
・
相
談
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

■
組
織
機
構

簡
素
で
効
率
的
、
市
民
に
わ
か
り
や
す

く
、
柔
軟
で
利
便
性
の
高
い
形
態
に
整
備

し
ま
す
。
ま
た
、
「
行
政
組
織
機
構
の
整

備
方
針
」
を
基
本
に
、
効
率
か
つ
適
切
な

職
員
配
置
を
行
い
ま
す
。

国
県
の
上
乗
せ
補
助
は
５
〜
10
％
の
補

助
率
を
基
本
と
し
、
単
独
事
業
は
50
％
以

内
の
補
助
率
と
し
て
、
限
度
額
を
設
け
て

交
付
要
綱
を
定
め
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
は
、
十

日
町
市
、
川
西
町
、
中
里
村
の
例
に
よ
り

事
業
主
体
を
集
落
と
し
、
補
助
率
は
十
日

町
市
に
統
一
し
ま
す
。
た
だ
し
、
合
併
時

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

旧
５
市
町
村
で
計
画
中
の
も
の
は
、
現
在

の
制
度
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

生
産
基
盤
整
備
型
事
業
に
対
し
、
５
〜

10
％
以
内
の
上
乗
せ
補
助
を
基
本
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
継
続
事
業
に
つ
い
て
は
現

行
ど
お
り
引
き
継
ぎ
ま
す
。

公
共
性
の
高
い
生
活
環
境
基
盤
整
備
型

事
業
は
、
新
市
が
整
備
し
ま
す
。

単
独
補
助
事
業
の
補
助
率
は
、
限
度
額

を
定
め
、
30
〜
50
％
以
内
に
し
ま
す
。
公

共
性
の
高
い
事
業
は
、
新
市
が
整
備
し
ま

す
。
採
択
基
準
は
、
原
則
国
県
事
業
に
該

当
し
な
い
事
業
で
、
詳
細
は
新
市
で
規
定

し
ま
す
。

国
県
営
事
業
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体

の
負
担
割
合
以
内
を
原
則
と
し
、
特
別
の

理
由
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
上
乗
せ
補
助

を
考
慮
し
ま
す
。
た
だ
し
、
継
続
事
業
は

現
行
ど
お
り
引
き
継
ぎ
ま
す
。

団
体
営
国
庫
災
害
事
業
は
、
川
西
町
に

合
わ
せ
地
元
負
担
を
農
地
災
害
５
％
以
内
、

新
市
の
事
務
所
の
位
置
に

つ
い
て
の
審
議
結
果

①
農
業
事
業
関
係
の
補
助

②
団
体
営
農
業
農
村
整
備
事
業

③
市
単
独
土
地
改
良
事
業

④
国
県
農
業
農
村
整
備
事
業

日　時　　11月19日D午後１時30分～
会　場　　中里村総合センター
内　容
・新市建設計画素案の答申
・新市の名称案選定小委員会の報告
・事務事業協議

（一部事務組合の取り扱い）

どなたでも傍聴できます

第12回十日町広域圏
合併任意協議会

農
政
関
係
事
業
に
関
す
る

調
整
方
針

⑤
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

［一般職の職員数］ （衛生組合は十日町地域衛生施設組合）（単位：人）

（このほか、定年以外の理由（勧奨・自己都合など）による退職及び採用が見込まれます）

十日町市

430

399

△31

25

374

145

138

△7

6

132

112

106

△6

8

98

89

85

△4

2

83

111

91

△20

0

91

887

819

△68

41

778

43

19

△24

1

18

930

838

△92

42

796

川西町 中里村 松代町 松之山町 小　計 衛生組合
団体名

区　分

条例定数
（教育長を除く） A

15年４月１日現在
在職者（実人員） Ｂ

条例定数と実人員の差
Ｂ－A

Ｂのうち15・16年度の
定年退職予定者 Ｃ

実人員から定年退職予
定者を除く Ｂ－Ｃ

合　計
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今年の夏は、沖縄や長崎での同級生・幼児殺害事件、東京の小６女子児童

監禁事件、そして９月２日に発生した村上市での女子中学生連れ去り事件な

ど、小・中学生に関する痛ましく衝撃的な事件が相次いで起こりました。

学校や学区で防犯指導・対策が強められていますが、市でも11月から、

「地域安全・交通安全パトロール事業」を実施しています。

市
内
で
は
、４
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、

児
童
・
生
徒
へ
の
不
審
者
に
よ
る
「
声
か

け
」
が
８
件
、「
車
誘
い
」
が
２
件
、「
つ

き
ま
と
い
」
が
１
件
、
「
変
質
行
為
」
が

２
件
、
計
13
件
の
不
審
者
事
件
（
市
教
育

委
員
会
調
べ
）
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
市
内
の
各
小
・

中
学
校
で
は
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、
複

数
で
登
下
校
す
る
こ
と
、
決
め
ら
れ
た
通

学
路
を
通
り
暗
く
な
る
前
に
帰
宅
す
る
こ

と
、公
園
な
ど
で
一
人
で
遊
ば
な
い
こ
と
、

不
審
者
に
声
を
か
け
ら
れ
た
と
き
の
対
応

（
知
ら
な
い
人
の
車
に
は
絶
対
に
乗
ら
な

い
、
近
く
の
家
や
子
ど
も
１
１
０
番
の
家

に
駆
け
込
む
、
大
声
や
防
犯
ブ
ザ
ー
で
助

け
を
呼
ぶ
、
で
き
る
だ
け
車
の
ナ
ン
バ
ー

を
確
認
す
る
）
を
徹
底
す
る
な
ど
、
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
や
地
域
と
連
携
し
て
、

通
学
路
や
地
域
の
危
険
箇
所
の
点
検
、
子

ど
も
１
１
０
番
の
再
確
認
、
警
察
と
の
連

携
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の
斡
旋
な
ど
に
取
り
組

み
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
あ
げ
て
の
防
犯

対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
11
月
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
、
安
全
を
守
る
「
地
域
安
全
・
交
通
安

＜事件１＞

不審者によるつきまとい（７月下旬）

午後４時ころ、女子中学生が若い男か

ら声をかけられる。断っても家までつい

てきて、玄関のブザーをしつこく鳴らし、

しばらく外から部屋を見ていた。

＜事件２＞

不審者による声かけ（７月下旬）

午後６時ころ、女子中学生が若い男に

「友だちになってほしい」などと後ろか

ら声をかけられる。女子生徒は近所の家

に逃げ込む。

＜事件３＞

不審者による車誘い（９月下旬）

夕方、遊んでいた男子小学生が、中年

の男から「車に乗って〇〇へ行く道を教

えて」と繰り返し誘われる。男子児童は

断る。

市内でも、不審者による
事件が発生しています！

半
年
間
に
13
件
の

不
審
者
事
件
が
発
生

地
域
安
全
・
交
通
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

全
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
」を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
で
は
、
新
潟
県
緊
急
地
域
雇
用

創
出
特
別
基
金
事
業
を
活
用
し
、
民
間
警

備
会
社
に
事
業
を
委
託
し
て
次
の
３
つ
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

①
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

（
登
下
校
時
間
の
監
視
）

②
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

（
犯
罪
多
発
箇
所
の
監
視
）

③
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

（
冬
期
間
の
道
路
標
識
な
ど
の
確
保
）

特
に
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
各
小
・

中
学
校
が
９
月
に
作
成
し
た
通
学
路
安
全

点
検
マ
ッ
プ
を
参
考
に
、
警
察
と
連
携
し

て
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
間
の
警
戒
活

動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
は
、
警
察
と
協
議
し
た
最
重
点
箇
所

（
10
か
所
）
と
重
点
箇
所
（
35
か
所
）
を

中
心
に
監
視
活
動
を
行
い
ま
す
。

親
の
知
人
や
学
校
の
先
生
、
市
役
所
職

員
、
警
察
な
ど
を
名
乗
っ
て
、
巧
み
に
電

話
番
号
や
名
前
を
聞
き
出
し
た
り
、
現
金

を
請
求
し
た
り
す
る
な
ど
、
悪
質
な
も
の

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

夕
暮
れ
も
早
ま
っ
て
い
ま
す
。
地
域
を

あ
げ
た
防
犯
の
取
り
組
み
を
、
引
き
続
き

強
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
1
57
│
３
１

１
１
（
内
線
３
１
１
）
ま
た
は
市
民
生
活

課
生
活
環
境
係
（
内
線
１
５
７
）

悪
質
犯
罪
に
も
注
意

問
　
合
　
せ

市内でも、不審者による
事件が発生しています！

施
設
災
害
３
％
以
内
に
し
ま
す
。
単
独
災

害
補
助
は
、
松
代
町
に
合
わ
せ
地
元
負
担

を
50
％
以
内
と
し
、
農
地
災
害
に
つ
い
て

は
限
度
額
を
規
定
し
ま
す
。

県
単
事
業
に
対
し
て
は
、
５
〜
15
％
の

上
乗
せ
補
助
を
し
ま
す
。
た
だ
し
、
公
共

性
の
高
い
事
業
は
、新
市
が
整
備
し
ま
す
。

合
併
関
係
市
町
村
が
必
要
と
認
め
た
場

合
、
合
併
前
の
旧
市
町
村
を
単
位
に
地
域

審
議
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
必
要

の
有
無
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が
判
断

し
、
法
定
協
議
会
で
確
認
し
ま
す
。

設
置
期
間
は
、
新
市
建
設
計
画
の
期
間

と
同
じ
期
間
と
し
、
合
併
し
た
年
度
に
引

き
続
く
10
年
間
と
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
担
当
事
務
及
び
委
員
の
構

成
な
ど
は
、法
定
協
議
会
で
協
議
し
ま
す
。

※
地
域
審
議
会
と
は

地
域
審
議
会
は
、
「
地
域
固
有
の
意
見

が
反
映
さ
れ
な
く
な
る
」
「
住
民
と
行
政

の
距
離
が
遠
く
な
る
」
「
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
施
策
が
展
開
さ
れ
な
く
な
る
」
な

ど
、
合
併
を
進
め
る
上
で
の
懸
念
や
障
害

を
除
去
し
、
合
併
後
の
均
衡
あ
る
発
展
を

図
る
た
め
、
地
方
分
権
一
括
法
の
改
正
に

よ
り
設
置
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
任
意
協
議
会
で
は
、
審
議
会
の

設
置
に
つ
い
て
包
括
的
に
必
要
性
を
認
め
、

個
々
の
市
町
村
に
お
け
る
必
要
性
の
有
無

は
個
々
の
市
町
村
が
十
分
協
議
し
、
法
定

協
議
会
で
改
め
て
設
置
す
る
区
域
を
確
認

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
重
点
的
な
投

資
に
よ
る
投
資
効
果
や
広
域
的
視
点
に
立

っ
た
ま
ち
づ
く
り
、
行
財
政
の
効
率
化
に

配
慮
し
つ
つ
地
域
の
個
性
を
尊
重
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
い
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
た
め
、
次
の
仕
組
み
を
構

築
し
ま
す
。

・
地
域
の
個
性
・
資
源
を
積
極
的
に
活
用

し
、
地
域
の
特
性
を
い
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
住
民
と
行
政
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
地
域
運

営
を
行
う
仕
組
み
。

・
住
民
に
身
近
な
課
題
は
住
民
自
ら
が
決

定
で
き
る
よ
う
、
住
民
同
士
が
連
携
す

る
組
織
。

地
域
自
治
の
仕
組
み
づ
く
り

に
つ
い
て
の
審
議
結
果

基
　
本
　
方
　
針

行政改革推進委員を募集します！
行政改革推進委員の新委員（再任を除く）を
公募により補充します。

任　　期：15年12月10日～17年12月９日

募集人数：４人

応募資格：市内に住所を有する20歳以上の男女

募集期間：11月10日b～30日a

応募方法：400字程度の小論文「私の考える行政改革」

に住所・氏名・年齢・職業を明記して、企

画人事課新行政推進係へ提出（郵送可）

行政改革推進委員会とは？

行政改革推進委員会とは、第２次行政改革大綱

（平成12年７月～20年３月31日）に基づき、毎年度

作成する各所属の実施計画書の実施状況などを管理

するため、市が報告する内容に対して意見や助言を

述べるために市民10人で構成された委員会です。

第２次行政改革大綱の基本指針及び重点取組事項

の詳細な実施計画書は全70項目となり、毎年度進ち

ょく度などの見直しを行っています。

委　員：ホームページ充実の中で、「各種申請書のダウン

ロード」を利用頻度の高い様式が増やせないか？

事務局：各種申請書を収集精査しており、15年度中に拡

充します。

委　員：十日町市の審議会などの女性委員は何人か？

事務局：84審議会など延べ965委員中、270委員が女性

です。女性が占める割合は28.0％となり、昨年

度（24.5％）から3.5％の増加です。

委　員：子育て支援センターの利用者は、何人を想定し

ているか？

事務局：受け入れ体制の準備のためセミナーを開催して

おり、約100人が受講しました。今後は、セミ

ナー受講者への登録呼びかけと利用者登録の呼

びかけを行います。

行政改革推進委員会をのぞいてみよう！
市民との協働によるまちづくりに関する
実施計画書に対する質疑から（抜粋）

地
域
審
議
会
に
つ
い
て
の

審
議
結
果

基
　
本
　
方
　
針

⑥
県
単
土
地
改
良
事
業

申込み・問合せ

企画人事課新行政推進係　157－3111（内線218）
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と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
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と
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め
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と
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お
め
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と
う
ご
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11
月
３
日
（
文
化
の
日
）
に
秋
の
叙
勲
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
行
政
や
医
療
・
福
祉
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
永
年
に
わ
た
り
活
躍
・
貢

献
さ
れ
た
10
人
が
国
・
県
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

晴
れ
の
栄
誉
に
輝
か
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

永
年
の
危
険
業
務
（
警
察
官
）
従
事
功

労
で
、
山
賀
規
司
さ
ん
が
叙
勲
に
輝
き
ま

し
た
。
山
賀
さ
ん
は
、
昭
和
20
年
に
県
警

入
り
し
、
最
終
勤
務
地
の
十
日
町
署
で
退

職
す
る
ま
で
38
年
間
、
自
己
を
犠
牲
に
し

て
社
会
に
貢
献
し
ま
し
た
。
30
年
前
か
ら

総
天
然
色
（
カ
ラ
ー
）
を
使
用
し
て
い
た

趣
味
の
写
真
撮
影
が
警
察
活
動
で
も
役
立

ち
、
新
井
署
時
代
に
は
変
死
体
の
解
剖
撮

影
で
も
活
躍
し
ま
し
た
。

山
賀
さ
ん
は
、「
警
察
と
言
う
厳
し
い
職

山 賀 規 司さん
（上新田１・78歳）

永
年
に
わ
た
る
統
計
調
査
従
事
へ
の
功
南雲美津枝さん
（川原町・59歳）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

統
計
調
査
従
事
功
労
で

総
務
大
臣
表
彰

永
年
に
わ
た
る
公
衆
衛
生
事
業
従
事
へ

の
功
労
で
、
山
口
昭
士
さ
ん
が
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
山
口
さ
ん

は
、
昭
和
35
年
の
開
業
以
来
、
42
年
以
上

に
わ
た
り
疾
病
の
予
防
活
動
に
尽
力
し
、

住
民
の
健
康
水
準
の
向
上
と
意
識
の
高
揚

に
大
き
な
功
績
を
あ
げ
ま
し
た
。こ
の
間
、

十
日
町
市
中
魚
沼
郡
医
師
会
長
を
は
じ
め

各
分
野
で
の
要
職
も
歴
任
し
て
い
ま
す
。

山
口
さ
ん
は
、「
長
い
間
、
医
療
に
携
わ

っ
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

山 口 昭 士さん
（袋町中・75歳）

公
衆
衛
生
事
業
功
労
で

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

統
計
調
査
従
事
功
労
で

総
務
大
臣
表
彰

公
衆
衛
生
事
業
功
労
で

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

永
年
の
危
険
業
務
（
消
防
官
）
従
事
功

労
で
、
小
川
徳
七
さ
ん
が
叙
勲
に
輝
き
ま

し
た
。
小
川
さ
ん
は
、
昭
和
28
年
に
十
日

町
消
防
団
常
備
員
嘱
託
と
な
り
、
平
成
元

年
に
定
年
退
職
す
る
ま
で
35
年
間
、
消
防

職
員
と
し
て
幾
多
の
現
場
で
活
躍
し
ま
し

た
。豊
富
な
経
験
で
の
現
場
活
動
や
指
揮
、

部
下
掌
握
の
技
量
な
ど
は
後
輩
職
員
の
模

範
と
な
る
も
の
で
す
。

小
川
さ
ん
は
、「
身
に
余
る
光
栄
で
す
。

先
輩
・
後
輩
の
ご
指
導
・
ご
協
力
、
そ
し

小 川 徳 七さん
（春日町２・72歳）

永
年
に
わ
た
る
地
区
衛
生
組
織
活
動
功

労
で
、
岡
村
徳
治
さ
ん
が
6
全
国
地
区
衛

生
組
織
連
合
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

岡
村
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
に
県
地
区
衛
生

組
織
連
合
会
十
日
町
分
会
推
進
委
員
に
な

っ
て
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
17
年
間
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
環
境
保
全
・
美

化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

岡
村
さ
ん
は
、
「
思
い
も
よ
ら
な
い
受

賞
、
家
族
や
大
勢
の
皆
様
の
支
え
で
受
賞

で
き
た
も
の
。
今
後
も
す
ば
ら
し
い
環
境

づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
で
す
」
と
受
賞
の

喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

岡 村 徳 治さん
（関根１・76歳）

全
国
地
区
衛
生
組
織

連
合
会
長
表
彰

全
国
地
区
衛
生
組
織

連
合
会
長
表
彰

永
年
に
わ
た
る
社
会
教
育
活
動
功
労
で
、

西
野
幸
雄
さ
ん
が
6
全
国
社
会
教
育
委
員

連
合
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
西
野

さ
ん
は
、
昭
和
57
年
か
ら
７
期
14
年
に
わ

た
り
社
会
教
育
委
員
を
務
め
、
現
在
８
期

目
に
就
任
中
で
す
。
こ
の
間
、
社
会
教
育

活
動
の
充
実
に
向
け
、
積
極
的
な
指
導
と

助
言
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

西
野
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た

だ
け
る
の
も
健
康
で
い
ら
れ
る
か
ら
。
妻

に
は
特
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
」
と
受
賞
の

喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

西 野 幸 雄さん
（田川町３・71歳）

全
国
社
会
教
育
委
員

連
合
会
長
表
彰

全
国
社
会
教
育
委
員

連
合
会
長
表
彰

永
年
の
医
療
現
場
へ
の
従
事
功
労
で
、

大
島
ヨ
ネ
子
さ
ん
が
叙
勲
に
輝
き
ま
し
た
。

大
島
さ
ん
は
、
昭
和
33
年
に
県
立
妙
高
病

院
に
勤
務
し
て
以
来
、
平
成
11
年
に
県
立

小
出
病
院
看
護
部
長
で
退
職
す
る
ま
で
、

40
年
以
上
に
わ
た
り
医
療
現
場
で
多
大
な

業
績
を
残
し
ま
し
た
。
62
年
以
降
は
、
松

代
・
六
日
町
・
十
日
町
・
小
出
の
県
立
病

院
看
護
部
長
を
歴
任
し
、
看
護
師
全
体
の

教
育
・
連
絡
調
整
に
あ
た
り
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
は
広
域
市
町
村
圏
介
護
認

定
審
査
委
員
、
市
行
政
改
革
推
進
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
な
ど
の
要
職
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。

大
島
さ
ん
は
、
「
人
に
恵
ま
れ
た
と
思

大島ヨネ子さん
（太子堂・63歳）

瑞
　
宝
　
双
　
光
　
章

瑞
　
宝
　
双
　
光
　
章

い
ま
す
。
こ
の
賞
は
、
い
っ
し
ょ
に
働
い

た
皆
さ
ん
で
い
た
だ
い
た
団
体
賞
で
す
」

と
受
賞
の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

場
環
境
に
あ
っ
て
、
職
務
を
ま
っ
と
う
で

き
た
の
は
妻
の
お
陰
。
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

て
妻
の
支
え
の
お
陰
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
る
骨
材
業
界
振
興
へ
の
功

労
で
、
福
島
竹
作
さ
ん
が
県
知
事
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。
福
島
さ
ん
は
、
昭
和
41

年
の
十
日
町
砂
利
採
取
販
売
協
同
組
合
設

立
と
同
時
に
監
事
に
就
任
。
48
年
か
ら
は

理
事
、
平
成
８
年
か
ら
は
理
事
長
に
就
任

し
、
陸
砂
利
共
同
採
取
や
共
同
販
売
事
業

の
確
立
な
ど
、
業
界
と
組
合
の
振
興
発
展

に
尽
力
し
ま
し
た
。

福
島
さ
ん
は
、
「
こ
の
受
賞
は
周
り
の

皆
様
の
お
陰
。
良
い
人
た
ち
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
今
後
も
子
や
孫
た
ち
の
た
め
に
尽

く
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

福 島 竹 作さん
（峠・70歳）

県

知

事

表

彰

県

知

事

表

彰

永
年
に
わ
た
る
保
育
事
業
従
事
へ
の
功

労
で
、
中
村
田
鶴
子
さ
ん
が
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。中
村
さ
ん
は
、

昭
和
30
年
に
北
越
保
育
園
に
勤
務
し
て
以

来
、
48
年
間
に
わ
た
り
一
貫
し
て
保
育
事

業
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
２
年
か

ら
は
園
長
、
９
年
か
ら
は
社
会
福
祉
法
人

の
理
事
も
務
め
て
い
ま
す
。

中
村
さ
ん
は
、「
今
回
の
受
賞
は
、
私
一

人
の
力
で
は
な
く
、創
設
以
来
の
理
念（
陽

気
ぐ
ら
し
）
を
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
で
守
り

続
け
て
き
た
お
か
げ
で
す
」
と
受
賞
の
喜

び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

中村田鶴子さん
（本町6－1・69歳）

保
育
事
業
功
労
で

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

保
育
事
業
功
労
で

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

労
で
、
南
雲
美
津
枝
さ
ん
が
総
務
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
南
雲
さ
ん
は
、
昭

和
63
年
に
県
消
費
者
物
価
調
査
に
従
事
し

て
以
来
、
国
勢
調
査
や
物
価
調
査
、
工
業

統
計
調
査
、
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
、

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
携
わ
り
、
迅
速

で
正
確
な
調
査
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

南
雲
さ
ん
は
、「
先
輩
や
家
族
の
援
助
、

そ
し
て
健
康
で
や
っ
て
こ
れ
た
こ
と
が
受

賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
受
賞
の
喜
び

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
る
食
生
活
改
善
事
業
へ
の

功
労
で
、
太
田
マ
サ
子
さ
ん
が
県
知
事
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
太
田
さ
ん
は
、
昭

和
54
年
度
の
栄
養
教
室
を
終
了
後
、
十
日

町
市
食
生
活
改
善
推
進
員
に
な
り
、
市
や

十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所
の
保
健
衛
生
事

業
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
し

た
。太

田
さ
ん
は
、「
身
の
丈
に
合
わ
な
い
賞

を
い
た
だ
き
恐
縮
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

会
員
と
し
て
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

太田マサ子さん
（北鐙坂２・67歳）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
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奨
励
賞

瀬
沼
哲
夫
（
小
千
谷
市
）

越
村
　
騰
（
新
座
３
）

佳
　
作

市
村
久
子
、
徳
永
隆
男
、

星
名
好
男
、
山
内
蓮
子

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

金
井
正
一
（
水
沢
１
）

市
展
賞

「
光
の
階
段
│
そ
し
て
、

魂
の
ふ
る
さ
と
へ
の
回
帰
」

中
村
静
代
（
川
治
下
町
１
）

奨
励
賞

宮
沢
礼
子
（
伊
達
２
）

滝
沢
妙
子
（
昭
和
町
４
）

小
川
和
恵
（
千
歳
町
２
）

平
賀
良
尊
（
塩
沢
町
）

市
展
賞

「
夕
景
」小
川
貴
史（
千
歳
町
２
）

上
村
ナ
ホ
（
新
宮
１
）

小
川
　
隆
（
四
日
町
新
田
２
）

佳
　
作

樋
口
啓
子
、
羽
龍
時
夫
、
西
潟

浩
平
、
田
口
節
子
、
波
形
純
子
、

金
沢
正
明
、
斎
木
和
仁
、
和
田

良
一
、
半
間
正
、
山
岸
玲
子

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

山
田
令
三
（
六
日
町
）

奨
励
賞

福
h

均
（
本
町
７
│
１
）

佐
藤
昭
二
（
大
和
町
）

斉
藤
久
治
（
塩
沢
町
）

山
賀
規
司
（
上
新
田
１
）

根
津
正
喜
（
田
川
町
２
）

櫻
澤
正
司
（
姿
１
）

佳
　
作

石
川
哲
司
、
滝
沢
和
平
、
鈴
木

耕
治
、
渡
辺
正
範
、
桜
沢
基
、

丸
山
新
吾
、
吉
楽
隆
志
、
石
田

宏
、
田
中
眞
治
、
近
藤
洋
一
、

井
上
宗
昭
、
村
山
栄
一
、
森
山

博
、
腰
越
正
茂
、
村
山
晴
好
、

中
町
一
久
、
山
田
令
三
、
越
村

暢
夫
、田
村
正
夫
、樋
熊
フ
サ
子

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

茂
野
誠
一
郎
（
川
西
町
）

市
展
賞

「
風
子
の
夏
」

山
賀
正
伸
（
小
千
谷
市
）

奨
励
賞

a
野
ハ
ル
子
（
山
本
町
４
）

福
原
美
恵
（
津
南
町
）

吉
川
　
修
（
長
岡
市
）

佳
　
作

水
落
安
子
、
近
藤
哲
也
、

関
口
耕
二
、
櫃
間
敏
夫
、

清
水
好
和
、
角
山
正

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

奨
励
賞

羽
鳥
吉
夫
（
浅
之
平
）

佳
　
作

清
水
好
和
、
細
貝
昭
平
、

富
井
澄
子
、
宮
沢
美
世
子

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

阿
部
松
三
（
大
黒
沢
１
）

市
展
賞

「
惜
秋
」
高
木
浪
代
（
長
岡
市
）

奨
励
賞

村
山
吉
史
（
新
宮
１
）

佳
　
作

生
越
久
雄

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

細
井
一
貞
（
中
里
村
）

文化協会連合会文化賞
第９回十日町市文化協会連合会文化祭が11

月３日（文化の日）にクロス10で開催され、

地域の芸術・文化に貢献した２団体・個人５人

が表彰されました。受賞者と主な功績は次のと

おりです。（敬称略）

【表彰状】
田口節子（下川原町・80歳）

長年にわたり、創意をもって十日町きもの文化の

発展と普及に尽力

金澤友一（土市２・70歳）

長年にわたり、水沢地域の俳句道振興及び伝統芸

能の継承発展に尽力

樋口辰市（上町・67歳）

長年にわたり、「大の坂」の指導者として保存と

普及に尽力

若月藤一（城之古３・65歳）

長年にわたり、版画芸術の指導者として地域の版

画界の発展と向上に尽力

岩田　武（本町６-１・55歳）

長年にわたり、書道芸術の指導者として地域の書

道界の発展と向上に尽力

十日町市舞踊協会（代表　庭野春枝）

長年にわたり、地域住民に夢と感動を与える舞踊

活動の展開と国際親善に尽力

十日町ユニオンポップス（代表　岩目地和浩）

長年にわたり、地域の人々に多くの夢と感動を与

える演奏活動に尽力

第
36
回
十
日
町
市
美
術
展
が
10
月
25
日
G
〜
28
日
C
の
４
日
間
、

市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
８
部
門
に
３
０
２
作
品
（
日
本

画
26
、
洋
画
35
、
版
画
18
、
現
代
美
術
８
、
彫
刻
８
、
工
芸
22
、
書

道
59
、
写
真
１
２
６
）
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
89
作
品
が

入
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
日
本
画
】

【
書
　
道
】

【
写
　
真
】

【
版
　
画
】

【
工
　
芸
】

文化協会連合会文化賞

問合せ
公民館本館
157-5011

市
展
賞

「
晴
れ
た
日
に
」

漆
山
昌
志
（
安
田
町
）

奨
励
賞

南
雲
和
夫
（
湯
沢
町
）

佳
　
作

井
上
貴
博

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

斎
藤
道
男
（
六
日
町
）

庭
野
雪
子
（
田
中
町
本
通
り
）

【
彫
　
刻
】

市
展
賞
　
「
滝
」
山
賀
光
也
（
小
千
谷
市
）

奨
励
賞

内
山
美
恵
子
（
小
千
谷
市
）

関
川
捷
次
（
小
千
谷
市
）

遠
田
勝
成
（
昭
和
町
１
）

佳
　
作

青
柳
卓
次
郎
、
漆
原
祥
子
、

新
保
利
雄
、
瀧
澤
章
次

市
展
賞

「
幕
間
」

藤
田
美
智
子
（
南
新
田
町
１
）

【
洋
　
画
】

中
林
辰
男
（
西
寺
町
）

市
展
賞

「
森
の
学
校
」

【
現
代
美
術
】

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

山
本
令
子
（
小
千
谷
市
）



中
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
、
市
内
の
織
物

会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。
２
年
目
か
ら
機
を

織
り
始
め
、
結
婚
を
機
に
出
機
に
切
り
替
え

ま
し
た
。
昔
は
広
幅
で
紋
紙
を
使
い
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
を
織
り
ま
し
た
が
、
今
は
紬
絣

が
ほ
と
ん
ど
で
す
ね
。

仕
事
を
い
た
だ
い
て
い
る
社
長
さ
ん
の
薦

め
で
伝
統
工
芸
士
の
試
験
を
受
け
ま
し
た
。

50
歳
を
過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
機
会

は
な
か
な
か
巡
っ
て
こ
な
い
と
思
い
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
主
婦
の
た
め
、
学
科
の

勉
強
を
す
る
時
間
を
作
る
の
が
難
し
か
っ
た

で
す
ね
。
合
格
し
た
と
き
は
、
飛
び
上
が
る

ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

子
ど
も
が
小
・
中
学
生
の
こ
ろ
、
外
に
パ

ー
ト
に
出
る
た
め
数
年
間
、
機
を
離
れ
ま
し

た
。
で
も
、
子
ど
も
が
成
長
し
た
ら
、
好
き

な
機
織
り
に
戻
り
ま
し
た
。
今
は
月
に
数
反

ほ
ど
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
織
っ
て
い
ま
す
。

柄
が
細
か
い
も
の
は
苦
労
し
ま
す
が
、
絣

が
う
ま
く
で
き
あ
が
っ
た
と
き
の
喜
び
は
大

き
い
で
す
。
い
つ
も
買
う
人
の
気
持
ち
に
な

っ
て
織
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
で
き
た
も

の
を
着
た
人
に
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
人
が
着
て
い
る
の
か
が
、
や
っ
ぱ
り

気
に
な
り
ま
す
ね
。

年
を
重
ね
る
ご
と
に
、
昔
の
手
織
り
機
で

機
を
織
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
時
間
に
と
ら
わ
れ
ず
、

気
に
入
っ
た
も
の
を
製
作
し
た
い
で
す
ね
。

高
校
卒
業
後
、
埼
玉
の
３
年
制
短
大
で
リ

ハ
ビ
リ
関
係
を
学
び
、
理
学
療
法
士
と
し
て

就
職
し
ま
し
た
。
現
在
、
病
気
や
け
が
直
後

か
ら
在
宅
に
向
け
て
の
入
院
患
者
さ
ん
ま

で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
リ
ハ
ビ
リ
を
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
の
お
宅

に
伺
い
、
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
家
の

状
況
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
た
り
も

し
て
い
ま
す
。
医
療
か
ら
在
宅
ま
で
、
幅
広

い
の
が
総
合
病
院
な
ら
で
は
で
し
ょ
う
か
。

先
日
行
わ
れ
た
院
内
研
究
発
表
会
で
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
病
院
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
部
署
か
ら
参
加
し
て
い
た
の
で
、
ま
さ

か
自
分
が
受
賞
す
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
発
表
内
容
は
、
ひ
ざ
が
曲

が
ら
な
い
人
の
た
め
に
考
案
し

た
車
い
す
の
有
効
性
で
す
。
前

か
ら
考
え
て
い
た
も
の
を
具
体

化
し
ま
し
た
。
実
際
に
検
討
さ

れ
、
病
院
で
導
入
さ
れ
始
め
た

ん
で
す
よ
。

「
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

な
ど
の
何
気
な
い
患
者
さ
ん
の

言
葉
が
、
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。
役
に
立
っ
て
い
る
ん
だ
な

と
励
み
に
な
り
ま
す
。毎
日
が
違
っ
て
い
て
、

機
械
的
じ
ゃ
な
く
、
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら

れ
る
け
ど
、
楽
し
く
て
本
当
に
や
り
が
い
が

あ
る
仕
事
で
す
。

滝沢俊成さん
1979年生まれ　　　　

ゆきぐに大和総合病院勤務

機
織
り
が
好
き
で
、
織
物
が
で
き
て
い
く
工
程

は
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
年
を
取
っ
て
も
、
織

ら
せ
て
も
ら
え
る
う
ち
は
続
け
た
い
で
す
ね
。

何
気
な
い
言
葉
が
う
れ
し
い
で
す

青
春

リ
レ
ー

先月の大嶋涼子さんからバトンタッチ104

20

昭
和
14
年
生
ま
れ
の
64
歳
。
30
年
に
機
屋
に
勤

め
、
織
り
を
始
め
る
。
出
機
に
替
え
た
現
在
も

紬
絣
を
織
り
続
け
る
。
平
成
５
年
度
、
十
日
町

絣
製
織
部
門
の
伝
統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ
る
。

高
野
マ
サ
さ
ん
（
北
新
田
１
）
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か
ぜ
が
流
行
す
る
時
季
に
な
り
ま

し
た
。
か
ぜ
の
原
因
の
大
部
分
は
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
で
す
。
特
に
、

体
力
が
弱
っ
た
人
や
子
ど
も
、
お
年

寄
り
な
ど
が
発
病
し
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
季
節
の
変
わ
り
目
は

か
ぜ
を
ひ
き
や
す
い
の
で
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
か
ぜ
は
長
引
か
せ
る
と
気

管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
の
深
刻
な
病
気

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
か
ぜ
を
ひ

い
た
ら
、
早
く
治
し
ま
し
ょ
う
。

①
外
出
後
や
食
事
前
な
ど
は
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。

②
こ
ま
め
に
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
か
ぜ
を
も
ら
わ
な
い
よ
う
に
マ
ス

ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
り
、

適
度
な
運
動
と
十
分
な
睡
眠
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
、
適
度
に
解

消
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
タ
バ
コ
は
免
疫
を
高
め
る
作
用
の

あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
破
壊
し
、
の

ど
の
粘
膜
の
刺
激
と
な
る
た
め
、

や
め
ま
し
ょ
う
。

①
早
目
に
か
か
り
つ
け
の
病
院
で
診

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

②
十
分
な
睡
眠
と
休
養
を
と
っ
て
、

ウ
イ
ル
ス
に
対
抗
で
き
る
体
力
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

③
薄
着
を
避
け
、部
屋
を
温
か
く
し
、

温
か
い
食
べ
物
を
と
っ
て
体
の
保

温
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

④
熱
が
出
る
と
大
量
に
汗
を
か
く
た

め
、
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
次
の
表
の
よ
う
な
食
品
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

こばやし　はるきちゃん　平成13年７月３日生まれ　稲荷町２

ち
ゃ
ん

小
林
　
陽
輝 「ぼくはクルクルまわるものが大好き！おうちでは、せんぷうきがお友だち

なんだ。アンパンマンたいそうもじょうずにおどれるよ。」最近いろんなお話

ができるようになってきた、ちょっとはずかしがりやの陽輝ちゃんです。

か
ぜ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

か
ぜ
を
ひ
か
な
い
た
め
に

か
ぜ
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
ら

20

かぜに効果的な栄養素



県
内
の
繊
維
企
業
や
従
事
者
、
染

織
愛
好
家
が
、
互
い
の
技
術
力
の
向

上
と
感
性
の
発
展
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
公
募
展
で
す
。
き
も
の
、

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
額
な
ど
、
和
を
基

調
と
し
、
染
色
・
織
技
術
を
活
用
し

た
作
品
が
多
数
出
品
さ
れ
ま
す
。
●

期
日
＝
11
月
22
日
g
〜
25
日
c
●
会

場
＝
ク
ロ
ス
10
●
問
合
せ
＝
ク
ロ
ス

10
（
1
57
│
２
３
２
３
）

初
心
者
対
象
の
講
習
会
で
す
。
で

き
れ
ば
下
絵
を
用
紙
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
11
月
14
日
・
21
日
・
28

日
、
12
月
５
日
・
12
日
の
各
金
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時
●
会
場
＝
公
民
館

本
館
●
参
加
費
＝
５
０
０
円
（
材
料

費
）
●
定
員
＝
20
人
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
11
月
14
日
f
ま
で
に
、
公
民

館
本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

生
涯
に
わ
た
っ
て
大
い
に
学
び
、

地
域
で
活
躍
し
た
い
人
は
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
●
会
場
＝
公
民
館

本
館
●
参
加
費
＝
３
、４
０
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
・
昼
食
代
）
●
定
員
＝
30

人
●
講
師
＝
聖
徳
大
学
生
涯
学
習
研

究
所
長
・
福
留
強
氏
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
12
月
１
日
b
ま
で
に
、
公
民

館
本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

●
日
時
＝
11
月
22
日
g
午
後
７
時
〜

（
開
場
‥
６
時
30
分
）
●
会
場
＝
市
民

会
館
●
入
場
料
＝
８
０
０
円
（
前
売

７
０
０
円
）、
小
学
生
以
下
無
料
●
指

揮
＝
亀
貝
隆
●
曲
目
＝
組
曲
惑
星
よ

り
「
木
星
」
ほ
か
●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

＝
イ
ト
ー
楽
器
・
楽
器
の
オ
ギ
ノ
・

公
民
館
本
館
●
問
合
せ
＝
佐
藤
圭け
い

亮す
け

（
1
57
│
９
１
３
８
）

生
命
の
ふ
し
ぎ
・
命
の
輝
き
を
テ

ー
マ
と
し
た
作
品
約
40
点
を
展
覧
し

て
い
ま
す
。
●
期
間
＝
11
月
30
日
a

ま
で
●
開
館
時
間
＝
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま

で
）
●
休
館
日
＝
毎
週
火
曜
日
（
12

月
〜
３
月
末
冬
期
休
館
）
●
入
館
料

＝
一
般
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
２

０
０
円
●
問
合
せ
＝
星
と
森
の
詩
美

術
館
（
1
52
│
７
２
０
２
）

「
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月
に
楽
し

む
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。終
了
後
、作
品

は
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。
●
日
時
＝

11
月
29
日
g
①
午
前
の
部
‥
10
時
〜
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お知らせ・ガイド

星
と
森
の
詩
美
術
館

式し
き

場ば

庶し
ょ

謳お
う

子こ

木
版
画
展

市
民
吹
奏
楽
団

第
29
回
定
期
演
奏
会

年
賀
状
作
り
版
画
講
習
会

染
織
文
化
祭
２
０
０
３

地
域
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
（
地
域

活
性
化
指
導
者
）

養
成
講
座

里
創
プ
ラ
ン
花
の
道
事
業

花
の
講
習
会

地
方
公
営
企
業
法
の
規
定
に
よ
り

平
成
15
年
度
水
道
事
業
の
上
半
期
の

業
務
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
損
益
計
算
書
の
金
額
は
、

消
費
税
相
当
分
を
除
い
て
表
示
し
て

あ
り
ま
す
。

●
問
合
せ
＝
水
道
局
事
務
係
（
1
57

│
３
１
１
１
内
線
２
４
２
）

損　益　計　算　書

給 水 業 務 量 の 状 況

（15年４月１日～９月30日）

（15年４月１日～９月30日）

※給水栓数は調定件数（平均）です。※給水量は調定水量です。

区　　分
比　　較14年度

上半期
15年度
上半期 比率(％)増　減

給水栓数 100.6

99.6

99.6

59

△ 5,493

△ 30

9,717

1,527,678

8,348

9,776

1,522,185

8,318

総 量(k)給
水
量 一日平均(k)

給水収益�
3億486万円（99.7%）�

その他�
105万円�
（0.3%）�

 支払利息�
6,422万円�
  （28.5%）�

減価�
償却費�
 6,730万円�
    （29.9%）�

人件費�
3,680万円（16.4%）�

動力費  1,975万円（8.8%）�

委託料1,307万円（5.8%）�

修繕費1,198万円（5.3%）�

その他�
1,187万円�
  （5.3%）�

収　入�
3億591万円�

支　出�
 2億2,499�
　　     万円�

上半期純利益�
8,092万円�

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

平成15年度

水道事業
上半期の
業務状況

ご覧ください、ルマンとルチア

平成12年６月、フランス・ルマン市で開催された「ル・

マン24時間レース」に出走した日本チーム車「龍（ドラゴ

ン）パノスＬＭＰ１ー23号」と、平成10年に姉妹都市イタ

リア・コモ市から贈られた「伝説の小舟（ルチア）」を十日

町ステージ・越後妻有交流館「キナーレ」に展示しました。

どちらもなかなか実物にはお目にかかれない代物、この

機会にぜひご覧ください。

おめでとう！山岳競技縦走で国体優勝

10月27日bに静岡県で行われた第58回国民体育大会の山

岳競技少年男子縦走に出場した若井一樹・樋口大棋組（十日

町高）が優勝し、少年女子縦走の小林美久・水野美咲組（十

日町高）も４位入賞を果たしました。縦走は、高低差のある

6.1㎞の登山コースを男子12㎏、女子８㎏の負荷を背負って

走行タイムを競う過酷な競技です。少年男子は若井選手が６

位、樋口選手が１位でゴールし、見事栄冠に輝きました。

手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団
「
手
話

ラ
ン
ド
き
い
ろ
ぐ
み
」
に
よ
る
公
演
会

が
10
月
31
日
f
、
下
条
利
雪
親
雪
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
き

い
ろ
ぐ
み
に
は
十
日
町
市
出
身
の
Ｔ
Ａ

Ｋ
Ａ
（
高
木
康
子
）
さ
ん
も
所
属
し
て

お
り
、
デ
フ
（
耳
の
聞
こ
え
な
い
）
ダ

ン
サ
ー
と
し
て
テ
レ
ビ
や
ス
テ
ー
ジ
で

活
躍
中
で
す
。
当
日
は
、
下
条
地
区
の

住
民
や
小
・
中
学
生
な
ど
約
４
０
０
人

が
手
話
に
よ
る
歌
と
踊
り
の
ス
テ
ー
ジ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
手
が
私
の
歌
声
に
な
る

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

期　　日

12月６日g

12月７日a

12月14日a

時　　間

午後７時～９時

午前９時30分
～11時30分

午後１時30分
～５時30分

午前９時
～午後４時

テ　　ー　　マ

生涯にわたる学習と地域づくり
～学びの中から地域をより良く！～

地域活動を楽しむには？
～地域活動のおもしろさと事例紹介～

地域のイベントを作ろう！
～イベント企画の基礎を学ぶ～

地域を歩き、見つめてみよう！
～地域探険で地域再発見～

※修了者は、NPO法人全国生涯学習まちづくり協会が認定する「地域ア
ニメーター（地域活性化指導者）」の資格取得が申請できます

左から若井さん、樋口さん、佐藤コーチ、小林さん、水野さん
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品　　　名番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

規　格 希望価格

スタッドレスタイヤ
ホイール付

三　菱
トッポ用 20,000円

ミ ニ ウ オ ー カ ー ほとんど未使用
歩くとベルトが動く 相談で

洗 濯 機 二層式（小型） 無　料

花 瓶 クリスタル製
（新品２器） 相談で

水 槽
縦　45㎝
幅 120㎝
奥行45㎝

無　料

マウンテンバイク 24インチ 相談で

パソコン（デスクトッ
プ）ディスプレー

ソニー
バイオ900MH 60,000円

ス キ ー キ ャ リ ア
新品同様
ルーフレール
取付け用

5,000円

木 製 す べ り 台 室内用 無　料

スタッドレスタイヤ ブリジストン
205-55-16 無　料

瞬 間 湯 沸 か し 器 家庭用 無　料

耕 運 機 ヤンマー
水冷８駆 相談で

ス テ ン レ ス 浴 槽 1.5人用
据え置きタイプ 無　料

二 段 ベ ッ ド チョコレート色 無　料

自 転 車 婦人用
（白色） 無　料

1

2

3

4

5

6

7

8

9

金属製野球バット 75㎝くらい
小学校高学年用 相談で

端 切 れ 絹・紬
（着物でも良い） 無　料

帯 無　料

歩 行 器 ６か月～１歳
くらいまで 相談で

ポ ン 菓 子 機
（パットライス） 相談で

柔 道 着 一 式 身長
160～170㎝ 無　料

テ レ ビ 14型 無　料

学 習 机 小学生用 無　料

軽自動車夏用古タイヤ 5,000円

ゆずってください……

*消費者協会（市民生活課生活環境係内線158）へ

*ゆずります受付開始 11月14日f 午前９時

ゆずります……

お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

正
午
②
午
後
の
部
‥
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
（
①
②
と
も
内
容
同
じ
）
●

会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
●
参
加
費
＝
１
、

０
０
０
円（
当
日
徴
収
）
●
定
員
＝
先

着
各
20
人
（
①
②
ど
ち
ら
か
に
限
る
）

●
講
師
＝
林
正
弘
氏
（
県
緑
化
相
談

員
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
企
画
人

事
課
企
画
係
（
内
線
２
１
６
）
※
11

月
17
日
b
午
前
９
時
〜
受
付
開
始

雪
に
負
け
ず
雪
に
親
し
み
、
新
雪

の
中
を
駆
け
抜
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
16
年
１
月
２
日
f
午
前
８

時
30
分
〜
受
付
開
始
（
開
会
式
10
時

〜
）
●
集
合
場
所
＝
十
日
町
中
学
校

●
種
目
＝
３
㎞
・
５
㎞
・
10
㎞
・
ハ

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
●
参
加
資
格
＝
性

別
・
年
齢
制
限
な
し
●
参
加
費
＝
一

般
２
、
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
、

０
０
０
円
●
主
催
＝
新
座
地
区
体
育

協
会
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
12
月
19

日
f
ま
で
に
、
申
込
用
紙
（
総
合
体

育
館
に
配
置
）
・
住
所
氏
名
を
記
入

し
た
返
信
用
は
が
き
・
参
加
費
を
総

合
体
育
館
（
〒
９
４
８
│
０
０
７
２

西
本
町
１
1
52
│
４
３
７
７
）
に
持

参
ま
た
は
郵
送
（
参
加
費
は
小
為
替

ま
た
は
現
金
書
留
）

体
力
低
下
に
よ
る
弊
害
を
未
然
に

予
知
、
予
防
、
改
善
す
る
た
め
、
体

力
測
定
を
通
し
て
自
己
の
体
力
状
況

を
知
り
ま
し
ょ
う
。
●
日
時
＝
12
月

３
日
d
午
前
８
時
〜
正
午
●
会
場
＝

総
合
体
育
館
●
参
加
費
＝
３
０
０
円

●
対
象
＝
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
男

女
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
体

力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

（
1
58
│
３
３
４
３
）

16
年
４
月
１
日
採
用
の
社
員
若
干

名
を
募
集
し
ま
す
。
●
職
種
＝
運
転

士
、
施
設
・
電
気
技
師
●
応
募
資
格

＝
次
の
①
〜
③
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
昭
和
48
年
４
月
２
日
〜
61
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人
②
高
等
学
校
卒
業

以
上
（
卒
業
見
込
み
含
む
）
の
学
力

を
有
す
る
人
③
視
力
各
眼
１
・
０
以

上
（
矯
正
視
力
含
む
）
で
色
覚
が
正

常
な
人
●
選
考
方
法
・
日
程
＝
第
１

次：

筆
記
試
験
と
適
正
検
査
・
１
月

中
旬
●
受
付
期
間
＝
12
月
１
日
b
〜

19
日
f
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
北
越

急
行
㈱
総
務
部
総
務
課
（
1
０
２
５

│
７
７
０
│
２
８
２
０
）

●
募
集
期
間
＝
11
月
10
日
b
〜
21
日

f
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
建
設
課
克

雪
利
雪
対
策
室
建
築
住
宅
係
（
内
線

２
７
４
）
※
入
居
資
格
な
ど
申
込
み

条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
問

合
せ
て
く
だ
さ
い

ご
来
光
と
冬
富
士
の
絶
景
を
間
近

に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。
ま

っ
白
に
雪
化
粧
し
た
雪
富
士
の
す
ば

ら
し
さ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
●
期

日
＝
12
月
13
日
g
〜
14
日
a
（
山
小

屋
泊
）
●
定
員
＝
先
着
35
人
●
参
加

費
＝
１
６
、
０
０
０
円
●
申
込
み
＝

公
民
館
本
館
※
11
月
13
日
e
〜
受
付

開
始
●
問
合
せ
＝
あ
す
な
ろ
山
の
会

村
山
英
雄
（
1
57
│
５
４
５
２
）

市
の
制
度
融
資
も
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時
＝
11
月
18
日
c
午
前
10
時
〜

午
後
６
時
●
会
場
＝
十
日
町
商
工
会

議
所
●
持
参
書
類
＝
過
去
２
期
分
の

決
算
書
と
申
告
書
、
直
近
の
試
算
表
、

印
鑑
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
11
月
17

日
b
ま
で
に
、
十
日
町
商
工
会
議
所

（
1
57
│
５
１
１
１
）

●
日
時
＝
11
月
21
日
f
午
後
１
時
〜

３
時
●
会
場
＝
十
日
町
健
康
福
祉
事

務
所
●
対
象
＝
生
活
衛
生
関
係
営
業

業
者
●
問
合
せ
＝
県
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー
（
1
０
２
５
│
２
８

３
│
５
９
０
０
）

●
日
時
＝
11
月
19
日
d
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
●
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
●

対
象
＝
製
造
業
の
事
業
所
・
事
業
協

同
組
合
●
問
合
せ
＝
新
潟
労
働
局
職

業
対
策
課
（
1
０
２
５
│
２
３
４
│

５
８
３
８
）

新
潟
県
の
最
低
賃
金
は
据
え
置
き

の
時
間
額
６
４
１
円
（
14
年
９
月
30

日
発
効
）
と
な
り
ま
し
た
。
●
問
合

せ
＝
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署
（
1

52
│
２
０
７
９
）

お
年
寄
り
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る

悩
み
ご
と
や
、
心
配
ご
と
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
●
日

時
＝
毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末

年
始
除
く
）
●
問
合
せ
・
相
談
電
話

＝
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー（
1

０
２
５
│
２
８
５
│
４
１
６
５
）

朝
鮮
半
島
や
台
湾
出
身
の
旧
日
本

軍
軍
人
・
軍
属
で
あ
っ
た
人
と
そ
の

遺
族
に
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
請
求
期
限
＝
16
年
３
月
31
日
●
問

合
せ
＝
県
福
祉
保
健
部
福
祉
保
健
課

援
護
恩
給
室
（
1
０
２
５
│
２
８
５

│
５
５
１
１
）

毎
年
、
台
風
や
降
雪
で
立
木
が
道

路
上
へ
倒
れ
た
り
、
枝
か
ら
の
落
雪

に
よ
っ
て
通
行
車
両
が
損
傷
し
た
り

す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
危

険
な
立
木
や
道
路
上
に
張
り
出
し
た

枝
は
早
め
に
伐
採
し
て
く
だ
さ
い
。

伐
採
す
る
際
に
地
域
森
林
計
画
に
よ

る
手
続
き
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
●
問
合

せ
＝
建
設
課
監
理
係
（
内
線
２
５
１
）

県
土
木
部
で
は
、
17
年
度
以
降
、

工
事
の
入
札
や
図
書
類
、
工
事
打
合

せ
、
成
果
資
料
な
ど
を
電
子
化
す
る

た
め
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
●

日
時
＝
11
月
27
日
e
午
後
１
時
30
分

〜
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
問
合
せ
＝

十
日
町
土
木
事
務
所
建
設
業
係
（
1

57
│
５
５
２
２
）

県
で
は
、
11
月
を
ね
ず
み
駆
除
月

間
と
定
め
、
清
潔
で
快
適
な
生
活
環

境
を
つ
く
る
た
め
の
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
ね
ず
み
は
、
電
線
を
か

じ
っ
た
り
、
伝
染
病
を
媒
介
し
た
り

し
ま
す
。
家
庭
で
も
、
ね
ず
み
駆
除

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
●
問

合
せ
＝
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
内
線
１
５
７
）

県
工
事
の
入
札
方
式
が
変
わ
り
ま
す

キ
ャ
ル
ス
説
明
会

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

森
林
所
有
者
の
み
な
さ
ん

立
木
の
管
理
大
丈
夫
で
す
か

介護タクシーとは、要介護認定者の通院などでタクシーを利用

する場合に、ホームヘルパーの資格を有するタクシー運転手が乗

車や降車の介助などを行うサービスです。

●利用できる人＝要介護認定者で要介護１以上の人（要支援者は

利用できません）

●サービス内容＝通院や外出などのためタクシーを利用するとき

に、乗車・降車の介助と、その前後の移動の介助や本人に代わ

って受診などの手続きを行います。

●利用するには＝担当の介護支援専門員（ケアマネージャー）か

ら日常生活に介護タクシーが必要な旨のケアプランを作成して

もらいます。

●開　始　日＝ケアプラン作成後、利用できます。

●提供事業所＝十交介護センター（本町２・十日町交通㈱）

●利　用　料＝片道100円＋タクシー利用料金。ただし、介助に

多くの時間を要する場合は、利用料が異なります。

●問　合　せ＝介護保険課（内線161）または担当の介護支援専

門員におたずねください。

各
種
支
援
制
度
の
説
明
会

＆
個
別
相
談
会

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

■情報館へ＝西郷道子（西寺町）池田力

也（尾崎）松岡秀文（本町6-1）上村

政基（川西町）能代谷麻美子（川西町）

■博物館へ＝樋口新一（上川町）小杉兼

松（下条中央通り）神保弘（群馬県）

■十日町地域福祉基金へ＝中条病院のぞ

み会（4,600円）十日町鉄工業協同組合

（100,000円）

■交通遺児等援助基金へ＝十日町高等学

校定時制（36,059円）

■国際交流、文化スポーツ基金へ＝㈱二

葉家感謝祭参加者一同（38,150円）

■高齢者施設へ＝矢口邦治（昭和町４）

■キナーレへ＝十日町キルターズ協会

寄付ありがとう
10月25日届出分まで（敬称略）

金
融
相
談
会

〜
一
日
国
民
生
活
金
融
公
庫
〜

三
ツ
峠
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

家　賃 募集
戸数

1戸8,000円～

1戸7,400円～

6帖1室
4.5帖
1室

台所

5帖1室

3帖1室

DK

間取り物　件

黒沢市営住宅

昭和46年度建設
簡易耐火構造
2階建

新座県営住宅

昭和31年度建設
中層耐火構造
３階建

秋
の

一
斉
ね
ず
み
駆
除
運
動

健
康
フ
ェ
ア
２
０
０
４

体
力
測
定
会

ま
ず
チ
ェ
ッ
ク
！

働
く
ル
ー
ル
の
最
低
賃
金

高
齢
者
と
そ
の
家
族
の

よ
ろ
ず
相
談

融

資

相

談

北
越
急
行
㈱
社
員
募
集

第
25
回
十
日
町

新
雪
ジ
ョ
ギ
ン
グ
マ
ラ
ソ
ン

Ｔ Ｈ Ａ Ｎ Ｋ 　 Ｙ Ｏ ＵＴ Ｈ Ａ Ｎ Ｋ 　 Ｙ Ｏ Ｕ

介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます介護タクシーが利用できます
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◆
「
さ
ほ
ど
関
心
が
な
い
ん
で
す
」
あ
る
人

と
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
会
話
を
し
た
と

き
の
反
応
で
す
。
人
生
に
い
く
つ
か
の
節
目

が
あ
る
と
す
れ
ば
、「
結
婚
」
は
大
き
な
節

目
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
人
生
に
例
え
れ
ば
、

合
併
は
「
結
婚
」
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
ん

な
風
に
考
え
れ
ば
、「
関
心
が
な
い
」
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

記
事
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
来
月
に
は
い
よ

い
よ
法
定
協
議
会
（
結
婚
で
言
え
ば
婚
約
）

に
入
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
別
冊
で
お
届
け
し
た
「
話
し
合
お
う

市
町
村
合
併
」
に
貼
付
し
た
「
意
向
調
査
は

が
き
」
ぜ
ひ
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

（
大
）

◆
「
今
、
パ
ソ
コ
ン
は
鉛
筆
や
消
し
ゴ
ム
と

同
じ
文
房
具
で
す
。
だ
か
ら
使
え
て
当
た
り

前
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
」
あ
る
学
習
会
に

行
っ
た
と
き
の
講
師
の
言
葉
で
す
。
ワ
ー
プ

ロ
で
さ
え
珍
し
か
っ
た
十
数
年
前
か
ら
、
時

代
は
変
わ
り
ま
し
た
。
目
に
入
る
印
刷
物
に

ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
な
文
字
が
並
ぶ
中
、
月

に
一
度
届
く
手
書
き
の
広
報
紙「
ゆ
ず
り
葉
」

か
ら
は
、
書
い
た
人
の
心
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
た
ま
に
は
「
手
書
き

の
良
さ
」
を
再
認
識
し
て
み
る
の
も
い
い
の

か
も
。
毎
日
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
仕
事
を

し
な
が
ら
、
昔
ガ
リ
版
印
刷
を
し
て
い
た
こ

ろ
を
ふ
と
思
い
出
し
ま
し
た
。

（
優
）

■発行/十日町市役所　〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番　TEL0257-57-3111 FAX52-4635
Email  info@city.tokamachi.niigata.jp URL http://www.city.tokamachi.niigata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

■人　口　43,112人

男　21,062人

女　22,050人

■世帯数　13,244世帯

(△24）

(△25）

(＋1）

(△1）

市民の動き
10月末現在（ ）は前月からの増減

ま
ち
の
文
化
財

妻有の宝物

編
集
後
記

市指定文化財／工芸品・十日町市織物歴代標本帳　47冊

20

明治38年（1905）、日露戦争の戦費調達のために取引後の製品価格の一割を税金として課する

「織物消費税」が交付されました。この査定資料として始まり、各年次ごとの主要品種の切れ地

を綴じ込んだものが十日町市歴代織物標本帳です。

この標本帳には、明治42年（1909）から昭和13年（1938）までの30年間に作られた2,283点の

製品見本が集録されています。標本帳の品種構成の変化を見ると、十日町産地の主力商品の変遷

がよくわかります。明治時代には透
すき

綾
や

が最も多く、次いで明
あか

石
し

ちぢみや絽
ろ

・紋
もん

紗
しゃ

などが見られま

すが、大正時代になるとほぼ明石ちぢみで占められるようになっていきます。昭和に入ると秋冬

物の銘
めい

仙
せん

・お召
めし

・白
しろ

生
き

地
じ

などが登場し、夏物だけの生産から安定した通年生産へと転換が図られ

ている様子がうかがえます。

消費者のニーズに応じて商品研究・開発が熱心に行われた、十日町産地の特性を目の当たりに

することができる貴重な資料です。 （文化財課）


